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移や再発に関与していると報告されている(Clarke et al., 2006)．肺癌根治手術後の治療成
績に関して，進行がんに対しては補助化学療法が施行されているが，いまだ不十分であり
(Osarogiagbon et al., 2020)，バイオマーカーに基づく個別化治療による治療成績の改善が
期待されている．今回，我々は，バイオマーカーの一つとして癌幹細胞マーカーに着目した．
癌幹細胞マーカーは，これまでに数多くの報告があるが，その中で今回我々は，肺癌術後の
術後成績との関係が複数報告されている Cluster of differentiation 44 variant (CD44v)，細
胞の分化との関連があり成人肺組織でも発現が認められている Muscle intestine and 
stomach expression 1 (MIST1)，肺腺癌の術後成績との報告がある Leucine-rich repeat-
containing G-protein-coupled receptor 5 (LGR5)，および LGR5 とともに細胞の分化増殖















に関係していた． MIST1 の高発現は，血清癌胎児性抗原レベル（低値），病理病期（I 期），











いくつかなされているが(Sun et al., 2013)，その一方で，発現による有意な差を認めないと
の報告や，反対に CD44v の高発現は良好な術後生存期間と関係するとの報告もごく少数な





CD44v と非小細胞肺癌の関連性に関して 2 つのメタアナリシスによる報告があり，
CD44v の高発現が術後生存についての不良因子であると報告された(Zhao et al., 2014; 




 また，本研究は，MIST1 と非小細胞肺癌の関連を報告した初めての研究である． われわ
れは，MIST1 の高発現は，術後全生存が有意に良好であり，低 CEA レベル，病理病期 I 期，
pN0 カテゴリーなど，予後良好の予測因子と相関していることを示した．癌種は異なるが，
Li et al., (2018)は膵癌組織における MIST1 mRNA 発現レベルは，正常膵組織と比較して
低下していることや，免疫染色でも MIST1 の発現が低下していることを報告している．さ
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